
小学校におけるミドル リーダーを中心 とした協働的な組織風土づ くり

船 本 千 尋

〔研 究 の 目的 と背 景 〕

学 校 に求 め られ る役 割 や 期 待 が 多様 化 、複 雑 化 して きて い る 中、 学校 現 場 で は さま ざま

な課 題 が 山積 し、教 師 も苦 戦 を強 い られ て い る (飛 岡 、2017 ; 田村 ら、2012) 。 さ らに 、

教 育 以 外 の高 い 専 門性 が 求 め られ る事 案 も増 えて き て お り、 専 門家 や 関係 機 関 、 地 域 と連

携 し、チ ー ム と して課 題 解 決 に取 り組 む こ とが求 め られ て い る ( 中央 教 育 審 議 会 、2015) 。

中央 教 育 審 議 会 (2015) は 、 「チ ー ム学 校 」 につ い て 、校 長 の リー ダー シ ップ の 下 、教

員 が チ ー ム と して取 り組 む こ とが で き る よ うな体 制 を整 え る こ とが第 一 に求 め られ る と述

べ て い る。 さ らに後 藤 (2016) は 、 「チ ー ム学 校 」 の 中核 とな る学校 内 の組 織 力 や 教 師集

団 の協働 が成 立 して い る こ とが 、 外 部 連 携 の前 提 に な る と指 摘 して い る。 これ らよ り、 ま

ず 学 校 組 織 内部 の組 織 力 を高 め 、協 働 を成 立 させ る こ とが求 め られ て い る と考 え られ る。

協働 を指 向す る風 土 の も とで は 、教 師 の チ ー ム ワー ク が発 揮 され や す い (三 沢 ら, 2019) 。

しか し小 学校 は 、他 の学 級 に 口出 しで き な い雰 囲気 が 強 く閉鎖 的 で あ る とい う指 摘 も あ る

(大 竹 ・諸 富 、2004) 。 これ よ り、協働 的風 土 の も とで は 教 員 集 団 が チ ー ム に な りや す い

が 、小 学 校 の組 織 構 造 にお い て は協働 しに くい傾 向 が あ る と考 え られ る。

これ らよ り、協働 的風 土 を醸 成 して い くた め に は 、 ミ ドル リー ダー の存 在 が 重 要 で あ る

と考 え られ る。 吉 村 • 中原 (2017) は 、 関係 性 の質 を変 容 させ な が ら、結 果 的 に学 校 改 善 を

目指 した 実 践 の質 に影 響 を及 ぼす ミ ドル リー ダー の存 在 は 、学 校 組 織 に大 き く影 響 を与 え

る と指 摘 して い る。 ま た 、浅 野 (2007) や 小 島 (2012) 、畑 中 (2018) も、学 校 組 織 にお

け る ミ ドル リー ダー の果 たす 役 割 の 大 き さにつ い て言 及 して い る。

そ こで本 研 究 で は 、 閉鎖 的 な組 織 構 造 に な りや す い 小 学 校 にお い て ミ ドル リー ダー を 中

心 と した 取 り組 み を行 い 、協働 的 な組 織 風 土 を醸 成 す る実 践 を提 案 す る こ とを 目的 とす る。

〔先 行 研 究 の検 討 〕

教 職 は 「協働 の 専 門性 」 を求 め られ る職 で あ り (小 島 ら、2012) 、学 校 にお い て 協働 的

な大 間 関係 を構 築 で き る こ とは教 師 の重 要 な能 力 の ひ とつ で あ る (淵 上 ・西 村 、2004) 。
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しか し、多様 な価 値 観 の も と、人 び との考 え方 が違 っ て きて い た り (木 岡 、2007) 、教 職

員 の世 代 ギ ャ ップ が広 が り、互 い に 口出 し しに くい 関係 が生 じて い た りす る (浅 野 、2007) 。

特 に小 学 校 で は 、 弱 音 を 吐 く こ とに よ っ て 自分 の評 価 が 下 が る と感 じ させ る傾 向 が 強 く

(大竹 ・諸 富 、2004) 、他 校 種 よ りも協働 的 な風 土 が醸 成 され に くい と考 え られ る。

協働 的風 土 とは 、積 極 的 な意 見 交 換 や 情 報 共 有 、個 性 の尊 重 、創 造 的活 動 に取 り組 む こ

とを重 視 した雰 囲気 で あ る (古 田 ・五 十 嵐 、2018) 。 一 方 同調 的風 土 とは 、集 団圧 力 に伴

う共 同歩 調 、均 質 的 • 同質 的 な雰 囲気 の こ とで あ る (三 沢 ら、2020) 。古 田 ・五 十 嵐 (2018)

は 、協 働 性 の 高 い職 場 で は 、 自分 の 思 いや 考 え を安 心 して発 信 で き 、 自分 へ の信 頼 が 高 ま

る と指 摘 して い る。 反 対 に 、 同調 性 の 高 い職 場 で は不 信 が 高 ま る と指 摘 して い る。

学 校 組 織 に お い て 、 協働 的風 土 を醸 成 す るた め に有 効 な取 り組 み の 一 つ に 、佐 古 • 宮 根

(2011) の 「教 育 活 動 の 良循 環 サ イ クル 」 が あ る。 教 育 活 動 の 良循 環 サ イ クル (以 下 、 良

循 環 サ イ クル と表 記 ) とは 、① 児 童 生 徒 の 実 態 把 握 ② 児 童 生 徒 と教 員 の課 題 生 成 ③ 実 践 ④

実 践 の経 過 と成 果 に 関す る評 価 • 確 認 の 4 つ を循 環 させ る こ とで あ り、教 員 が 主 体 的 • 自律

的 に教 育 活 動 に取 り組 む 状 態 で あ る。 佐 古 ・宮 根 (2011)

は 、 この サ イ クル を 「当た り前 」 の よ うな プ ロセ ス と しっ

つ 、個 人 が継 続 的 に成 立 させ る に は様 々 な 困難 が あ る と指

摘 して い る。 この よ うな 困難 さに対 し、佐 古 ・宮 根 (2011)

は 、集 団 的 • 組 織 的 に 良循 環 サ イ クル を成 り立 たせ る こ とが

有 効 で あ る と して い る。 集 団 的展 開 とは 、 実 態 の認 識 ・確 認 、

課 題 の生 成 、 実 践 とそ の成 果 の確 認 を 、教 員 集 団 で共 有 しっ

つ 進 めて い く とい うもの で あ る ( 図 1 ) 。

この よ うに 、 良循 環 サ イ クル が集 団 的 ・組 織 的 に展 開 され 、

個 人 の 良循 環 サ イ クル も成 り立 っ て い る状 態 を、佐 古 • 宮 根

(2011) は 「協働 が成 り立 っ て い る状 態 」で あ る と表 して い る

集 団 的展 開 を成 り立 たせ る こ とが 、協働 的風 土 を醸 成 す るた め に有 効 で あ る と考 え られ る。

しか し木 岡 (2007) は 、 学 校 とい う組 織 は 、 多 くの活 動 を個 々 の教 職 員 の裁 量 や 解 釈 に

委 ね 、 協 働 の意 味 や 方 法 をい つ の 間 に か 忘 れ て しま っ て い る よ うに もみ え る と指 摘 して い

る。 この よ うな そ れ ぞ れ の 立 場 や 教 育観 、指 導観 に よっ て構 築 され て い る組 織 を活 性 化 す

るた め に は 、 主任 ク ラス が キー パ ー ソン とな り、 学 校 の ミ ドル リー ダ ー と して活 躍 す る こ

とが 重 要 で あ る (浅 野 、2007) 。 吉 村 ・中原 (2017) は 、 学 校 改 善 を 目指 した ミ ドル リー

比・の 共 有

「 x n n n  ] ( 学校 の 事大 )

図 1 良循 環 サ イ クル の集 団 的 展 開

(宮 根 ・佐 古 、2011を参 考 に作成 )

。つ ま り、良循 環 サ イ クル の
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ダー の行 動 お よび役 割 につ い て研 究 した 中で 、関係 性 の醸 成 が重 要 で あ る と指 摘 して い る。

これ らよ り、様 々 な教 職 員 と人 間 関係 を構 築 し、実 践 を共 有 して い くこ とが 、学 校 組 織 を活

性 化 す る存 在 と して期 待 され て い る ミ ドル リー ダー の大 き な役 割 で あ る と考 え られ る。

これ らの先 行 研 究 よ り、小 学 校 にお い て協 働 的風 土 を醸 成 す るに は 、 ミ ドル リー ダー が

中心 とな り、 良循 環 サ イ クル を集 団 的 に展 開す る こ とが有 効 で あ る と考 え られ る。

〔研 究 の方 法 〕

( 1 ) 実 践 校 教 職 員 を対 象 と した 聞 き取 り調 査 (実 践 1 )

実 践 校 (以 下A 小 学 校 と表 記 ) 管 理 職 お よび 教 職 員 計21名 を対 象 と し、過 ご して き た職

員 室 の 中で も特 に働 きや す い/ 働 き に くい職 員 室 につ い て 聞 き取 り調 査 を実 施 し、 そ の結

果 につ い て グ ラ ウ ンデ ッ ドセ オ リー ア プ ロー チ (以 下 、GTA と表 記 ) を用 い た分 析 を行 う。

( 2 ) ミ ドル 会 の組 織 ・運 営 (実 践 2 • 3 )

学 校 組 織 にお い て ミ ドル リー ダー が 協働 し、教 育活 動 の 良循 環 サ イ クル を集 団 的 に展 開

させ る こ とで 協働 的風 土 を醸 成 す る こ とをね らい 、 「ミ ドル 会 」 を組 織 ・運 営 す る。 ミ ド

ル 会 の具 体 的 な取 り組 み 内容 は以 下 の通 りで あ る (図 2 ) 。

図 2 ミドル会の具体的な取 り組み内容

〔本 研 究 の理 論 的枠 組 み 〕

本 研 究 で は 、佐 古 • 宮根 (2011) の 「良循 環 サ イ クル の集 団 的 展 開 」、西 田 ・久 我 (2020)

の 「教 員 の協 働 を促 す ミ ドル リー ダー の マ ネ ジ メ ン ト行 動 」 を参 考 に、 小 学 校 にお け る ミ

ドル リー ダー を 中心 と した 協働 的風 土 の醸 成 を 目的 と して 実 践 を行 う。

佐 古 ・宮根 (2011) の理 論 につ い て は 、先 述 の通 りで あ る。 西 田 ・久 我 (2020) は 、 ミ

ドル リー ダー が ミ ドル ・ア ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン トを も とに 良循 環 サ イ クル を展 開す る

際 の役 割 につ い て研 究 して い る。 ミ ドル ・ア ップ ダ ウン ・マ ネ ジ メ ン トとは 、 ミ ドル が 中

心 とな り、トップ が描 く ビジ ョン とボ トム の理 解 をつ な ぐマ ネ ジ メ ン ト行 動 の こ とで あ る。

しか し佐 古 • 宮根 (2011) や 西 田 ・久 我 (2020) の研 究 で は 、研 究 の対 象 が 中学 校 で あ り、

抽 出 され た 1人 の ミ ドル リー ダ ー の 思 考 過 程 お よび マ ネ ジ メ ン ト行 動 ・教 員 の協 働 の プ ロ

セ ス を分 析 して い るた め、 小 学 校 に特 有 の組 織 風 土 に応 じた マ ネ ジ メ ン トの あ り方 につ い
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て も検 討 す る必 要 が あ る と考 え る。

そ こで本 研 究 で は 、佐 古 ・宮根 (2011) の 良循 環 サ イ クル の集 団 的 展 開 ・段 階 的展 開 を

参 考 に 、 閉鎖 的 に な りか ね な い組 織 構 造 で あ る小 学 校 を対 象 と して 、 ミ ドル リー ダー を 中

心 と して 実 践 す る こ と と した。 さ らに 、西 田 ・久 我 (2020) の理 論 を参 考 に 、 ミ ドル ・ア

ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン トを意 識 した 取 り組 み も行 うこ と と した。

〔実 践 1 : A 小 学 校 教 職 員 を対 象 と した 聞 き取 り調 査 〕

( 1 ) 目的 • 方 法

A 小 学 校 教 職 員 が 、 協働 的 風 土 に必 要 な 要 因 を どの よ うに捉 えて い るか を 明 らか にす る

た め 、教 職 員 21名 を対 象 と して 聞 き取 り調 査 を行 う。 そ の 際 に は 、過 ご して きた職 員 室 の

中で も特 に 、働 きや す い/ 働 き に くい職 員 室 につ い て想 定 して も ら うと とも に、淵 上 ・西

村 (2004) の協 働 的効 力 感 尺 度 の 6 因子 を参 考 に 聞 き取 り調 査 を進 め て い く こ と と した。

( 2 ) 結 果 ・考 察

聞 き取 り調 査 した 内容 につ い て 、GTA を用 い て分 析 した結 果 、 〔心理 的安 全 性 〕 〔大 枠

の方 向性 〕 〔個 人 裁 量 の尊 重 〕 〔ミ ドル リー ダー の存 在 〕 〔ミ ドル リー ダー に して ほ しい

こ と〕 〔ミ ドル リー ダー と して の意 識 〕 〔ミ ドル リー ダー と して の 実 際 の行 動 〕 〔ワー ク

ライ フバ ラ ンス 〕 〔管 理 職 の存 在 〕 〔管 理 職 と して の意 識 〕 〔新 卒 ・初 任 ・若 手 時代 の働

き に く さ〕 〔メ ン ター 会 議 〕 〔異 動 1 年 目 • 役 職 1 年 目の働 き に く さ〕 〔組 織 風 土 〕 〔組

織 内 のバ ラ ンス 〕 〔α市 内 の組 織 風 土 〕 の 16カ テ ゴ リー が成 立 した。

16カ テ ゴ リー を 関連 付 け て い く と、A 小 学 校 の教 職 員 に とっ て は 、① 〔心 理 的 安 全 性 〕

〔大 枠 の方 向性 〕 の 二 つ の カ テ ゴ リー が協働 的風 土 の 土 台 と して必 要 で あ る、② 〔ミ ドル

リー ダー 〕 の具 体 的 な行 動 に よ り、 そ の 土 台 が支 え られ て い る とい う 2 つ の傾 向 もみ られ

た。 しか し、 学 校 組 織 にお い て重 要 な役 割 を果 たす 〔ミ ドル リー ダー 〕 た ち も一 人 一 人 が

様 々 な葛 藤 を抱 えて い る こ とも うか が えた。

〔実 践 2 : ミ ドル リー ダー 10名 に よ る校 内研 究 にむ け た取 り組 み 〕

( 1 ) 目的 ・方 法

A 小 学 校 教 職 員 を対 象 と した 聞 き取 り調 査 結 果 を も とに 、 「ミ ドル 会 」 を組 織 す る こ と

と した。 しか し、会 議 が頻 繁 に 開 かれ る と精 神 的 な疲 弊 や 多 忙 感 に陥 りや す くな る とい う

指 摘 が あ り(木 岡2017). GTA を用 い た 分 析 の結 果 に 〔ワー ク ライ フバ ラ ンス〕とい うカ テ ゴ

リー もあ っ た こ とで 、 ミ ドル リー ダー た ち は仕 事 と家 庭 バ ラ ンス の難 し さに直 面 して い る

こ と も考 え られ る。 そ こで本 研 究 で は 、 A 小 学 校 の校 内研 究 (非 認 知 能 力 の 育 成 ) を土 台 と
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し、子 どもた ち の実 態 や 課 題 、 実 践 を共 有 して い く会 を月 に 1 回 開 く こ と と した 。 「今 あ

る取 り組 み を活 用 す る」 こ とで 多 忙 感 • 負 担 感 を抑 えつ つ 、 ミ ドル リー ダー を 中心 に 、 継

続 的 に集 団 で協働 的風 土 の醸 成 を 目指 す こ とが で き る と考 え た。

ミ ドル リー ダー につ い て 小 島 (2010) は 「職 制 を超 えた 、 も し くは職 制 に よっ て は包 み

きれ な い機 能 、役 割 」 、佐 久 間 (2007) は 「もっ と身 近 な存 在 で 、 もっ とた く さん い る」

と述 べ て い る。ま た 、GTA を用 い た分 析 結 果 で は 、ミ ドル リー ダー と して の意 識 を した り、

若 手 教 員 へ の か か わ り方 に葛 藤 を抱 えた りす る の は 、経 験 年 数 10年 前 後 に多 く見 られ た 。

そ こで 、経 験 年 数 が 6 年 ～ 16年 目の ミ ドル リー ダー 10名 で ミ ドル 会 を構 成 した。 複 数 の ミ

ドル リー ダー で構 成 す る こ とに よっ て 、数 名 に負 担 が い くこ とを防 ぎ 、集 団 で継 続 的 に協

働 的風 土 を醸 成 して い くこ とを 目指 す 。 ま た 浅 野 (2007) は 、 ミ ドル リー ダ ー と して キー パ

ー ソンが音 頭 を取 り、多 くの教 職 員 を参 画 させ る こ とが 重 要 だ と述 べ て い る。本 研 究 で も、

研 究 主任 を報 告 者 と ともに ミ ドル 会 の キー パ ー ソン と し、 事 前 の打 ち合 わせ • 管 理 職 か ら

の提 案 の共 有 な ど、 協働 しな が ら会 を運 営 して い く こ と と した。

( 2 ) 結 果 ・考 察

① テ キス トマ イ ニ ン グ に よ る分 析 結 果 • 考 察

ミ ドル 会 の逐 語 録 につ い て テ キ ス トマ イ ニ ン グ を用 い て分 析 した。KH Coder前 処 理 の結

果 よ り、総 抽 出語 数 ・異 な り語 数 は表 1 の通 りで あ っ た。 ( ) 内 は使 用 数 で あ る。 図 3

か ら図 5 は共 起 ネ ッ トワー ク の作 図 で あ る。

表 1 テ キス トマ イニ ング に よる総抽 出語数 ・異 な り語数

総 抽 出語 数 異 な り語 数

第 1 回 ミ ドル 会 ( 5 月 ) 4035(1422) 754(538)
第 2 回 ミ ドル 会 ( 6 月 ) 2076(750) 451(295)
第 3 回 ミ ドル 会 ( 7 月 ) 3717(1388) 692(489)

図3 第 1 回 ミ ドル会 図4 第 2 回 ミ ドル会 図5 第 3 回 ミ ドル会
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総 抽 出語 数 は 、第 2回 < 第 3回 < 第 1回 の順 に多 か っ た。 しか し、 第 1回 につ い て は 、報 告

者 に よ る ミ ドル 会 の方 向性 に 関す る説 明 が 大 半 で あ っ た た め 、共 起 ネ ッ トワー ク にお い て

も語 の つ な が りが少 な い。第 2 回 と第 3 回 を比 較 す る と、第 3 回 の総 抽 出語 数 の方 が増 え 、

共 起 ネ ッ トワー ク で も様 々 な言 葉 が 関連 づ い て い た。 この結 果 よ り、 ミ ドル 会 を積 み 重 ね

て い く こ とで話 しや す さが生 まれ た り、 関連 付 け て語 り合 っ た りで き る よ うに な って きて

い る と考 え る。 この こ とよ り、 「関連 の あ る考 えや 感 情 につ い て人 々 が気 兼 ね な く発 言 で

き る雰 囲気 」で あ る心理 的安 全 性 (Edmondson, 2014) が確 保 で きつ つ あ る と考 え られ る。

ま た 、第 3 回 の語 彙 の 多 さや 関連 性 の 高 さ よ り、 会 を重 ね る ご とに ミ ドル 会 の方 向性 が 明

確 に な り、語 りや す さにつ な が っ た と考 え られ る。 これ らよ り、 ミ ドル 会 を通 して 心 理 的

安 全 性 • 大 枠 の方 向性 が確 保 され つ つ あ る こ とか ら、良循 環 サ イ クル (佐 古 • 宮 根 、2011)

を集 団 的 ・段 階 的 に展 開 して い く こ とに よっ て 、協 働 的風 土 が醸 成 され る こ とが 明 らか に

な っ た と考 え る。

② ア ンケ ー ト調 査 お よび 聞 き取 り調 査 に よ る分 析 結 果 • 考 察

ミ ドル 会 につ い て の ア ンケ ー トを参加 者 に行 っ た。 質 問項 目は 、 心理 的安 全 性 と大 枠 の

方 向性 につ い て の質 問 と、聞 き取 り調 査 の 際 に参 考 に した 協働 的効 力 感 尺 度 (淵 上 ・西 村 、

2004) の 6 因子 で あ る。 全 体 の 平 均 点 は36.7点 で あ り、 ミ ドル 会 に対 して概 ね 肯 定 的 な評

価 で あ っ た ( 9 問 X 5 件 法 ) 。 特 に 、 ミ ドル 会 で の 心理 的安 全 性 と大 枠 の方 向性 、支 え合

い の 自覚 につ い て の得 点 が 高 か っ た。 心 理 的 安 全 性 と大 枠 の方 向性 は 、A 小 学 校 教 職 員 が

協働 的風 土 に必 要 だ と捉 えて い る要 因 で あ る。 ま た 、支 え合 い の 自覚 の得 点 も高 く、 実 践

を共 有 す る こ とで一 大 一 大 の学 び が深 ま っ た こ とが うか が え る。個 大 の得 点 を比 較 す る と、

経 験 年 数 や 異 動 の有 無 に よ り得 点 に差 が あ っ た。そ の た め、得 点 差 等 を考 慮 して 5名 を抽 出

し、聞 き取 りを行 っ た 。聞 き取 っ た 内容 につ い てSCAT分 析 を用 い て分 析 し、理 論 記 述 を比

較 した (表 2 は 1 名 分 の理 論 記 述 ) 。 そ の結 果 、 どの教 員 に とっ て も、 ミ ドル 会 を通 して

考 え を話 す き っ か けや 様 々 な実 践 を知 る き っ か け に な っ た こ とが うか が えた。 特 に 、異 動

して きた教 員 や 経 験 年 数 が少 な い 教 員 に肯 定 的 な語 りが 多 くみ られ 、 ミ ドル 会 を通 して 心

理 的 安 全 性 が確 保 され た こ とが うか が え た。 ま た 、校 内研 究 につ い て は 、 大 枠 の方 向性 の

中で 実 践 を共 有 す る こ とが で きた とい う語 りが み られ た。 これ は 、 ア ンケ ー ト結 果 同様 、

良循 環 サ イ クル (佐 古 • 宮 根 、2011) を集 団 的 に展 開す る こ とが 、 協働 的風 土 の醸 成 を促

す 可 能 性 を示 唆 す る もの で あ る。

しか し、 肯 定 的 な語 りが あ る一 方 で 、経 験 年 数 が 多 い ミ ドル リー ダー や 、研 究 主任 、生
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徒 指 導 主任 とい う分 掌 を担 うミ ドル リー ダー か らは 、 成 果 につ な が っ た か分 か らな い とい

う語 りもみ られ た。 経 験 年 数 が 多 く 「自分 の経 験 を語 る側 」 とい うス タ ンスや 、全 体 を動

かす 分 掌 を担 う 「一 人 一 人 の力 量 の 向上 の た め に語 る側 」 とい うス タ ンス で 参加 して い る

場 合 、 自分 の語 っ た経 験 に対 す る聞 き手 の変 容 や 成 果 を求 め て しま うこ と も考 え られ る。

反 対 に 、 自分 や 他 の ミ ドル リー ダー の語 りをイ ンプ ッ トす る意 識 で参 加 して い る場 合 は 、

実 践 を共 有 す る こ とか ら学 び を得 た り、成 果 を感 じた りす る こ とが で き て い る と考 え られ

る。 これ らよ り、 ミ ドル 会 に参 加 す る際 の意 識 の ち が い に よっ て 、 ミ ドル 会 に求 め る もの

や 、 同 じ立場 の ミ ドル リー ダー に求 め る もの が 異 な る可 能 性 が あ る と考 え られ る。

表 2 ミ ドル リーダーの理論 記述 ( 1 名分 )

校種間異動の教員にとっては、 ミドル会は校内研究にむけた取 り組みを知る機会 となる/ 異動 してきたばか りで右も左も

分からない上に、こなすことが多い多忙な日々 の中、 ミドル会で校内研究にむけた取 り組みについて意識喚起 されるた

め、方向性を意識する/ 異動 してきたばか りで先生方についても何もわからない状態であっても、誰に何を聞けばよいか

分か り、気軽に話すきっかけがミドル会でできる/ 実践を共有 し、様々な視点に触れることによる学びの多さも感 じる/

気軽に話すきっかけにもなり、普段のコミュニケーションの活発さにもつながることで、子どものこと以外での話題も話

しやすくなる/ 学びの多さだけでなく、他のミドル リーダーの話を聞くことによる周 りの人への肯定的感情も高まる/ 若

い先生たちのすごいところを知る機会や、経験をもとに語 られる先生の多さから先生方の思いを知ることによる安心感に

もつながる/ 育成 というより、周 りへの肯定感 • 学びの多さへの印象が大きい/ 特別支援学校のミドル層が少なさとの比

較より、 ミドル層が厚いことによる、ベテランとも若手とのつなが りやすさを実感/ ミドル層が厚いことによるミドル ・

アップダウン ・マネジメン トがうまれ、学校組織の安定 という意味でのミドル リーダーの存在の重要さがある/ ミドル層

によって橋渡 しの橋が太 くなることによってミドル ・アップダウン ・マネジメン トがうまれ、学校組織の安定 という意味

でのミドル リーダーの存在の重要/ ミドル層によって橋渡 しの橋が太 くなることによるミドル ・アップダウン • マネジメ

ン トが起きれば、 ミドル ・アップダウン ・マネジメン トが起 こることによる学校組織内の心理的安全性の確保もでき、言

える環境 • 関係性が生まれる

③ お た よ りに よ る意 識 化 につ い て

図 6 のお た よ りは 、 ミ ドル 会 で の話 し合 い を も とに した メ ンバ ー の実 践 をお た よ りに し

た もの で あ る。 図 7 は 、 ミ ドル 会 で の板 書 をお た よ りに して お り、話 し合 い をふ りか え っ

た り今 後 の取 り組 み を意 識 した りで き る よ うに して い る。 お た よ りを配 布 し続 け る 中で 、

自分 た ち の何 気 な い 実 践 が取 り上 げ ら

れ て い る こ とへ の 肯 定 的 な反 応 が 多

くみ られ た。 ミ ドル リー ダー と もな

れ ば 、若 手 教 員 の よ うに 自分 の実 践

を評 価 され る こ とは少 な い。 しか し、

GTA を用 い た分 析 結 果 で は 、 自分 の

教 育活 動 に対 して 自信 が もて な か っ

た り、他 の人 に ど う思 われ るか葛 藤 図6 ミ ドル会 お た よ り

忌‘;' £ li ・妙 B  緋必"、

i 林 №5 g 海 3 , i
図7 ミ ドル会 お た よ り

して い た りす る語 りが み られ る。 古 田 ・五 十 嵐 (2018) は 、 自分 を正 し く評 価 し助 言 を し
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て も らえ る こ とで承 認 感 を得 られ 「自他 へ の信 頼 」が 高 ま る と指 摘 して い る。経 験 を積 み 、

評 価 され る機 会 や フ ォ ロー され る側 と して の サ ポー トも減 って い く ミ ドル リー ダー とな っ

て も、 自分 自身 の 実 践 を評 価 され る こ とは素 直 に嬉 しい こ とで あ り、安 心 した り、喜 び を

感 じた りす る と ともに 、 協働 の き っ か け に な る こ とも考 え られ る。

〔実 践 3 : ミ ドル ・ア ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン トを意 識 した取 り組 み 〕

( 1 ) 目的 ・方 法

ミ ドル ・ア ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン ト (野 中、 1996) を意 識 し、校 内全 体 へ 向 けた 取 り

組 み ・メ ン ター 会 議 の参観 を行 うこ と とす る。

校 内全 体 へ む けた取 り組 み と して は 、 3 月 に管 理 職 2 名 • 教 務 主任 、 4 月 に は教 職 員 全

体 に対 し、 これ ま で調 査 した先 行 研 究 か ら分 か った こ と • それ を も とに来 年 度 取 り組 み た

い こ とにつ い て説 明 を行 っ た。 トップ層 ・ミ ドル 層 ・ボ トム層 全 て の層 に ミ ドル 会 につ い

て周 知 して も ら うこ とを期 待 した た めで あ る。 ま

た 、 ミ ドル 会 につ い て作 成 した お た よ りは 、管 理 職

2 名 • 教 務 主任 に も配 布 し、 ミ ドル 会 の様 子 を発 信

した。 6 月 に は校 長 よ り、 「この お た よ りを全 体 へ

も広 げ て ほ しい 」 とい う提 案 を受 け、 職 員 室 内 に掲

示 した ( 図 8 ) 。 ミ ドル 会 で話 した こ とが 、経 験 年

数 が 多 い 教 員 や 初 任 者 に伝 わ る こ とを期 待 した。 図8 全 体 掲 示

メ ン ター 会 議 の参観 につ い て は 、 5 月 よ り開始 した。 メ ン ター 会 議 とは 、 初 任 者 の悩 み

な どを把 握 した 上 で 、初 任 者 と話 した り、相 談 に応 じた り、信 頼 関係 を築 い た り して い く

会 議 で あ る (鳥 取 県 教 育 委 員 会 、2022) 。A 小 学校 で は 、初 任 者 2 名 ・ミ ドル リー ダー 5 名

で構 成 され て お り、 ミ ドル リー ダー は ミ ドル 会 も兼 ね て い る。 ミ ドル 会 同様 、 メ ン ター リ

ー ダー と報 告 者 を キー パ ー ソ ン と して位 置 づ けた。 事 前 に打 ち合 わせ を し、 子 ど もた ち の

語 りを 中心 に会 を進 め て い く とい う共 通 認 識 を した うえで 、協働 して 会 を運 営 した。

( 2 ) 結 果 ・考 察

① 管 理 職 へ の 聞 き取 り調 査

校 内全 体 へ 向 けた取 り組 み につ い て検 証 す るた め に 、管 理 職 2 名 お よび 教 務 主任 に対 し

て 半構 造 化 面接 に よ る聞 き取 り調 査 を行 っ た。SCAT分 析 を用 い て分 析 し、理 論 記 述 を比 較

した (表 3 は 1 名 分 の理 論 記 述 ) 。 そ の結 果 、 ミ ドル 会 との 「連 携 」 に不 透 明 さが あ っ た

とい う点 が 共 通 した。 ミ ドル 会 が校 務 分 掌 と して位 置 付 け られ て い るわ けで も、管 理 職 か
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らの発 信 に よっ て発 足 した わ けで もな い こ とが 関係 して い る と考 え られ る。 つ ま り、新 し

くで きた組 織 に対 し、 ど うい っ た 立 ち位 置 で か か わ り、 どの よ うにマ ネ ジ メ ン トして い く

か 明確 で は な か っ た とい うこ とで あ る。 しか し、 ミ ドル リー ダー が 自主 的 に行 動 して くれ

て い る こ とへ の安 心 ・期 待 • 重 要視 につ い て も共 通 して お り、 そ の存 在 の大 き さが うか が

えた。今 後 の取 り組 み につ い て は意 見 が わ かれ た もの の 、ミ ドル 会 の有 無 に か か わ らず 「ミ

ドル が つ な が る」 こ とが理 想 だ と語 られ て い た。

本 研 究 の理 論 的枠 組 み で も あ る西 田 ・久 我 (2020) の 「教 員 の協働 を促 す ミ ドル リー ダ

ー の マ ネ ジ メ ン ト行 動 の実 際 」の よ うな ミ ドル ・ア ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン トにつ い て は 、

本 研 究 で は効 果 を検 証 す る こ とが で き な か った。 しか し管 理 職 の 3 人 は 、 ミ ドル 会 の 内容

や 日程 な どにつ い て 、気 に か けて報 告 者 に声 を か けて くれ る場 面 が 多 くあ っ た。 こ うい つ

た 姿 か ら、今 回 は ミ ドル ・ア ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン トの効 果 は得 られ な か っ た もの の 、

そ の き っ か け と して の第 一 歩 に は な っ た の で は な い だ ろ うか。

表 3 管理職 の理論 記述

ミ ドル 会 を 開 くに あ た って の管 理 職 と して の 関 わ りに対 す る戸 惑 い が あ る/ ミ ドル 層 が 自分 た ち の判 断 で 進 んで 行 動 す る こ とへ

の期 待 を し、 意 図 的 な不 介 入 とい う選 択 も あ る/ 管 理 職 が ミ ドル 会 に密 に関 わ る こ と に よ る ミ ドル 層 の 自主 性 の 喪 失 を危 惧 し、

管 理 職 の顔 色 を伺 う こ と に よ る トップダ ウ ン の 回避 とい う考 え が あ る/ お た よ りに よ る ミ ドル 会 と ミ ドル リー ダー の 行 動 の つ な

が りは不 透 明 で あ る/ ミ ドル 会 の 中 で 見 えて きた 大 枠 の 方 向性 の 中 で 、 ミ ドル リー ダー そ れ ぞ れ が考 えて 行 動 して くれて い る こ

とへ は期 待 で き る/ 今 後 こ うい った 会 を持 続 す る と した ら、 管 理 職 の投 げか け に よ る ミ ドル 会 の公 式 化 が 一 つ の マ ネ ジ メ ン トの

手 法 と して考 え られ る/ 会 を 開 く こ とに よ る負 担 感 を考 え、 あ えて 会 を 開 か な い マ ネ ジメ ン トも あ る/ ミ ドル会 の 有 無 に か か わ

らず 、 ミ ドル リー ダー た ち が ミ ドル リー ダー ら し く 自主 的 に行 動 して くれ る こ とを期 待 す る/ 様 々 な性 格 や 教 育 観 は あ る に して

も、 ミ ドル リー ダー が 進 んで提 案 を も ち か け る な ど進 んで 行 動 す る こ と は管 理 職 と して あ りが た い/ ミ ドル 会 が な い よ りは、

あ った ほ うが 人 間 関係 は構 築 され る だ ろ う し、 ミ ドル 層 が 確 執 な く仲 良 く仕 事 して い るEP象 は あ る/ メ ン タ ー会 と兼 ね て い る人

の 負 担 感 は あ った の で は な い か

② 初 任 者 へ の ア ンケ ー ト調 査 お よび 聞 き取 り調 査

メ ン ター 会 議 につ い て の ア ンケー トを初 任 者 2 名 に行 っ た。 質 問項 目は 、 ミ ドル 会 につ

い て の ア ンケ ー トと同様 の項 目で あ る。全 体 の平 均 点 は36.5点 で あ り ( 9 問 X 5 件 法 ) 、メ

ン ター 会 議 に対 して概 ね 肯 定 的 な評 価 で あ った。 ま た 、 聞 き取 りが 可 能 で あ っ た初 任 者 ー

人 に対 し、メ ン ター 会 議 につ い て 半構 造 化 面接 に よ る聞 き取 り調 査 を行 っ た。SCAT分 析 を

用 い て分 析 した とこ ろ、ミ ドル リー ダー は身 近 で相 談 しや す い存 在 で あ る こ とが分 か っ た。

これ は 、GTA を用 い た 分 析 と も共 通 して い る。 しか し、 ミ ドル リー ダー との か か わ りの 中

で安 心 しつ つ も、 そ の こ と と 自分 の意 見 を率 直 に言 え る こ とは直 結 しな い こ とも うか が え

た。そ の た め 、若 手 教 員 に とっ て 大 き な存 在 で あ る ミ ドル リー ダー か らの肯 定 的 な声 か け、

評 価 、後 押 しに よ り、少 しず つ 心 理 的 安 全 性 を確 保 して い く必 要 が あ る と考 え る。
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〔本 研 究 の成 果 と課 題 〕

成 果 は 3 点 で あ る。 ①A 小 学 校 の教 職 員 に とっ て の協働 的 風 土 につ い て GTA で 明 らか に

した こ と、② 複 数 の ミ ドル リー ダー で ミ ドル 会 を組 織 して 「良循 環 サ イ クル の集 団 的展 開 」

を実 践 した結 果 、ミ ドル リー ダー の協働 へ の意 識 が 高 ま り、協働 的風 土 が醸 成 され た こ と、

③ ミ ドル ・ア ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン トを意 識 した 取 り組 み を実 施 した結 果 、課 題 は あ る

もの の管 理 職 や 若 手 に とっ て の ミ ドル リー ダー の存 在 の 大 き さ、 ミ ドル リー ダー に よ る取

り組 み が 、 学校 組 織 全 体 に波 及 させ るた め の糸 口に な る可 能 性 が示 唆 され た こ と で あ る。

大 竹 ・諸 富 (2004) は 、 学 級 崩 壊 を抱 え る教 員 に必 要 なサ ポ ー トは 、 学 級 再 建 の た め の

知 識 や テ クニ ックで は な く 「安 心 して語 る こ とが で き る仲 間や 、 そ う した仲 間 が必 ず い て

くれ る場 とのつ な が り」 で あ る と指 摘 して い る。 ミ ドル リー ダー を 中心 と した ミ ドル 会 を

通 し、つ な が りが学 校 組 織 全 体 に広 が っ て い く こ とに よっ て 協働 的 風 土 が醸 成 され 、教 員

が子 どもた ち の前 で い きい き と元 気 な 姿 で過 ごせ る こ と も期 待 で き る と考 え る。

今 後 の課 題 は 2 点 で あ る。 ① ミ ドル ・ア ップ ダ ウ ン ・マ ネ ジ メ ン トを意 識 した 取 り組 み

を継 続 す る こ とで 、学 校 全 体 に協働 的 な風 土 が醸 成 され て い くの か を検 証 す る、 ② 児 童 に

とっ て 、協働 的 な教 員 組 織 が どん な影 響 を与 え るの か を検 証 す る。 吉 田 ら (2022) が 、教

員 の チ ー ム ワー ク は 、指 導 力 の 向上 を介 して子 どもた ち に影 響 を与 え る と指 摘 して い た り、

古 田 ・五 十 嵐 (2017) が 、職 場 に対 して協働 で あ る と受 け止 め る こ とで 、積 極 的 に か か わ

る指 導 を行 いや す くな る と指 摘 して い た りす る。 こ うい っ た先 行 研 究 を踏 ま え 、協 働 的風

土 の醸 成 が子 どもた ち に及 ぼす 影 響 につ い て も考 えて い きた い。

〔主 な 引用 文 献 • 参 考 文 献 〕

• 佐 古 秀 一 • 宮 根 修 (2011) 「学 校 にお け る内発 的 改 善力 を高 め るた め の組 織 開発 (学

校 組 織 開発 ) の展 開 と類 型 一 価 値 的 目標 生 成 型 の画 工組 織 開発 の展 開 をふ ま え て 一 」

『鳴 門教 育 大 学 研 究 紀 要 』 第 26巻 、 128- 143頁 .

• 中央 教 育 審 議 会 (2015) 「チ ー ム と して の学 校 の在 り方 今 後 の 改 善 方 法 につ い て 」 (平

成 28年 5月30 日答 申) .

• 西 田寛 子 • 久 我 直 人 (2020) 「教 員 の協働 を促 す ミ ドル リー ダー の マ ネ ジ メ ン ト行 動 に

か か るー 考 察 」 『教 育 実 践 学研 究 』 第 22巻 、 17-31頁 .

• 淵 上 克 義 • 西 村 一 生 (2004) 「教 師 の協働 的効 力 感 に 関す る実 証 的研 究 」 『教 師 学研 究 』

第 5.6巻 、 1- 12頁 .

̶ 190 ̶


